
会長メッセージ

「ディスカバー山形」は「ディスカバー日本」。
　この一年、会長メッセージの中で「ディスカバー山形・オンリー
山形」にまつわる話をしてきましたので、私なりの結論をお話し、
まとめとさせていただきます。それは、「ディスカバー山形はディ
スカバー日本に他ならない。」ということです。

　山形には山形にしかない高いクオリティの食べ物や食文化、
受け継がれて来た独自の伝統、あるいは四季の変化に富んだ自
然など、多様で魅力的なコンテンツがあります。
　ただ、私が伝えたかったのは、もっと本質的なこと、つまり
その背景に何があって、なぜ人の心が動かされるのか（感動を
与えるのか）ということでした。そこで思い至ったのが、次の３
つのキーワードで括られるオンリー山形の気質や風土であり、
会長メッセージでお話して来ました。

　第一に、リスペクト（すべてのものに対する無条件の敬意や
思いやり）です。海野林作さんがホテルのスタッフに対してかけ
た｢ありがとう｣に込められた普遍的感謝であり、さくらんぼ生産
者が霧の出方や風向きといった自然と対峙する姿勢です。
　次にホスピタリティ（人の心を開かせる信頼感・解放感）で、
斎藤茂吉は大石田滞在のわずか２年の間に奇跡ともいえる秀歌
を残すことができました。
　３つ目のキーワードは、なかなか的を射た日本語が無いので
すが、インテグリティ（愚直なまでのひたむきさ）です。都市対
抗野球で東京ドームや慶応応援部の心を動かしたのは山形人の
真面目さ・純粋さでした。

　私は機会ある毎に、「山形の物を食べて下さい」とか「是非
山形に来て下さい」と言っています。それはもちろん故郷の山
形が好きだし、その良さを山形以外の人に知ってもらいたいから
ですが、それ以上に、この３つこそが、今、日本人や日本企業

が見失っているもの
ではないかと思うか
らです。山形を深く
知ることこそが日本
を再発見することに
つながるのです。

　例えば自然へのリ
スペクトですが、環
境問題や資源問題
への日本の取り組み
に対する世界の見方
は残念ながらとても厳しく、「人類は生き残れるのか」という危
機感に欠けると評価されています。
　ホスピタリティにしても「おもてなし」と偏って解され、外国人
観光客を増やすことが目的になってしまいオーバーツーリズム問
題となっていますし、インテグリティについても、製造業や金融
のトップ企業の不正や不祥事が世界レベルで指弾されているの
はご存知の通りです。

　山形には良いものがあるのにアピールが下手なのは、山形人
が引っ込み思案で口が重いからだと言われます。でもそれだけ
でなく、アピールすべきコンテンツが多種多様でかつ奥が深いか
らで、マスメディアやキャンペーンだけではなかなか伝えきれな
いものだと思います。
　私は、これからも山形だけでなく日本のため、という気持ちで、
山形の真の理解者・共感者を増やして行きたいと思います。そ
んな決意表明をもって私のメッセージを締めくくります。

　一年間ご清聴いただき、ありがとうございました。

■ 点鐘／12：30　  ■ 例会場／山形グランドホテル：サンリヴァ　  ■ 出席報告／54名（会員数 88名）
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ゲスト卓話

編集後記

一般社団法人 山形アニマルセラピー協会 代表　西川 千春 さん

この度、新たな会員になられました、東北電力株式会社 執行役員山形支店長 辨野裕様、今後ともよろしくお願いいたします。本日、田中会長からのお話は、
ディスカバー山形、ディスカバー日本について、話されました。リスペクト・ホスピタリティ・インテグリティの三つの重要なことがあると示され、大
手企業にもこの三つの要素がおろそかになっていると言われていました。大切なこの三つのことを改めて大切にしていきたいと思いました。ゲスト卓話

いただきました、メンタルヘルスケアとアニマルセラピーをされています西川千春様のお話でした。動物介在活動・動物介在療法・動物介在教育の活動をされており、高齢者の
円滑な日常生活の補助、子供には命の大切さ、うつ病はセラピードッグとのふれあいでよくなる等、大変参考になる素晴らしい活動内容でした。� （担当／工藤和夫）

『メンタルヘルスケアとアニマルセラピーについて』

　皆様こんにちは。只今ご紹介にあずかりました「一般社団法人山形アニマルセラピー協
会」の西川と申します。本日はお招きいただきましてありがとうございます。私の隣でパー
トナーを務めてくれるのは、ボルゾイとエアデールテリアmixの蓮（れん）、そしてシーズー
のたんぽぽです。どうぞよろしくお願い致します。この子たちはセラピードッグと呼ばれ
る犬で、盲導犬や警察犬、災害救助犬などと同じ使役犬です。使役犬とは人のために働く
犬たちのことを言います。ではセラピードッグはどのような仕事をしているのか、活動時
の写真を見ながらお話しさせていただきたいと思います。まず初めに「アニマルセラピー」
についてですが、多くの方が「わんちゃんとのふれあい、癒し」と理解しているのではな
いでしょうか？ 実は「アニマルセラピー」は日本で作られた造語で、正しくは「Animal 
Assisted Therapy」動物介在療法になります。Animal＝動物　Assisted＝手助けする・
協力する　Therapy＝治療・療法　ですから犬が行うものではなく、犬にアシストしても
らいながら、人（セラピスト）が行うものです。犬とのふれあいを通してその先にある効
果を目的とします。そしてその目的によってアニマルセラピーは療法だけではなく、子供
の教育などを行う動物介在教育、動物介在活動と大きく３つに分けられます。では動物介
在活動から写真スライドをご覧ください。どの施設に伺っても、セラピードッグを見た途
端皆さん笑顔になります。とても良い表情をしてますね。動物介在活動は主に高齢者介護
施設（特養ホーム、デイサービス、グループホーム等）で、利用者様には楽しく触れ合っ
てもらうのですが、私たちの目的はまず発語を促すことです。色々な話題で言葉を引き出し、
話すことで脳の活性化、嚥下機能の維持に繋げるのが目的です。普段は利用者さん同士で
の会話はほとんどありませんが、犬を介して「ほらあんたも撫でてみろ～」とコミュニケー
ションも円滑になります。抱っこしたり、撫でたり、可能であれば施設内を一緒に散歩し
たりとQOL（生活の質）の維持向上、中々起きてこない方に「わんちゃん来たよ～」とお
声掛けすればパッと起き上がってこられます。離床率を高める効果もあるのです。次に動
物介在教育です。この写真は村山市立図書館主催の「わんわん読書会」で、子供が犬に絵
本の読み聞かせを行っています。読むことが苦手な子供は、「上手く読まなくちゃ、間違っ
たらどうしよう」と緊張したり気負ったりしてますます読めなくなります。でも言葉を理
解しない犬が相手だと、間違いを指摘したり当然笑ったりもしません。ただじっと寄り添っ
て聞いてくれます。すると段々読めるようになり、その読めるようになった自信から学校
での発言が増えたり、積極性や集中力が高まるという効果も現れます。現在小学校での動
物飼育は全くと言っていいほどありません。体温の感じる動物とのふれあいは、子供の成
長に於いてとても意味のあることだと考えます。犬を通して他人を思いやる気持ちや養護
性を育んだり、感情や情緒の豊かな発達、そして実際に温かい命に触れることで大切さを
学びます。最後の写真は未就学児のダウン症のお子さんです。最初は犬が怖くて施設のス
タッフさんにしがみついて泣いていましたが、無理強いせず、まずは犬の手とタッチから
始めます。次は握手、出来たことを褒めながら少しずつ距離を縮めていきます。最後は背
中に乗れるまでになりました。この誇らしげで楽しそうな顔を見て下さい。障害の有無に
関係なく、小さなことでも出来たことを褒めると言うことは、子供にとってとても大切な
ことだと思います。自己肯定感を高めることに繋がっていきます。最後は動物介在療法です。
緩和ケア病棟、精神科病棟等の医療機関で、医療従事者を通しての補助療法やリハビリを
行います。病院という閉鎖的な所での安らぎになったり、犬とのふれあいで苦痛が緩和さ
れたり、患者を支えるご家族の方の支えにもなります。子供は治療にも前向きになれ、そ

んな自分の子を見る母親も救われます。このような活
動をアシストしてくれるのがセラピードッグの仕事で
す。

　次に「メンタルヘルスケア」とアニマルセラピーの
効果についてお話させていただきます。現代はストレ
ス社会と言われるほどです。コロナ禍を経験し更に多
くの方々、そして子供たちまでストレスを抱える世の
中になりました。では、このストレスが心身にどのよ
うな影響を与えるのでしょうか？ まず身体に及ぼす
影響は、頭痛、肩こり、不眠、疲労、円形脱毛、自
律神経の乱れ、次に心に及ぼす影響、不安、落ち込
み、イライラ、気力や集中力の低下、そして行動にも
現れます。生活の乱れ、飲酒量や喫煙本数の増加、ギャンブル、遅刻、欠勤、この状態が
長引くと今度は病気を引き起こします。自律神経失調症、生活習慣病、循環器や消化器の
疾病などの身体の病気。うつ病、パニック障害、アルコール依存症、PTSDなどの心の病
気、そしてうつ病が更に重症化すると「希死念慮」と言う絶えず死にたい感情が出てきます。
このグラフ（スライド14）はWHOの資料をもとに、厚労省が作成した先進７か国の自殺
者数です。日本が一番多いですね。WHOが公表しているデータによれば、自殺者の実に
97%が何らかの精神障害の診断がつく状態であったことが分かっています。そしてその７
割がうつ病の診断がつく状態であったそうです。ではこのうつ病の原因は何なのでしょう？
原因は「セロトニン」の分泌不足と考えられています。そもそもセロトニンの材料となる
栄養素、トリプトファンの不足、運動不足、肉体疲労、そして最も大きな原因は「ストレス」
の慢性化です。人はストレスを感じた時に「ノルアドレナリン」「コルチゾール」が分泌され、
ストレスに対処しようと身体が準備します。緊張した状態になるので心にも体にも大きな
負担がかかります。そこでその状態を抑制するために「セロトニン」が分泌され心のバラ
ンスを取ります。セロトニンは心の平穏を保ち精神を安定させる働きがありますが、セロ
トニンが低下するとコントロールが不安定になり、バランスを崩すことで精神疾患が発症
するといわれています。セロトニン不足の状態を防ぐには、バランスの取れた食生活を心
がける、適度な運動、朝の太陽光を浴びる、休息を取る、そして最も大切なことは「ストレス」
を溜め込まないことです。そしてもう１つ「犬とのふれあい」によって「オキシトシン」
というホルモンが分泌されるのですが、このオキシトシンがセロトニンの分泌を促すのです。
またオキシトシン自体も、血圧や心拍数の低下、ストレスの軽減、自然治癒力を高める働
きがあります。安らぎを感じる効果もあり幸せホルモンとも言われています。メンタルも
定期的にケアをすることで、病気にならないための予防となります。セラピードッグとの
ふれあいを通してストレスが軽減されることで、仕事の効率や生産性の向上、何より気持
ちよく働くことができるのではないでしょうか。ぜひアニマルセラピーの導入をご検討頂
きたいと思います。最後にお願いがございます。セラピードッグたちの健康維持には多く
のお金が必要で、また、アニマルセラピーを必要としている施設の多くは派遣実費のご負
担も厳しいのが現状です。今後も多くの病院や施設にアニマルセラピーをお届けするために、
企業の皆様からのご支援を必要としています。ご清聴ありがとうございました。


